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  預金（含む譲渡性預金）＜2行合算＞

  自己資本比率＜連結＞   金融再生法開示債権＜2行合算＞

  貸出金＜2行合算＞

　ほくほくフィナンシャルグループ
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△66
+6
△9
△23
△6
+45
+9
△30
△10
△46
+16
△42

2,079
1,669
1,300
242
6

120
1,105
590
626
127
388
141

2,146
1,663
1,309
266
12
75

1,095
620
636
174
372
184

（単位：億円）

※ 一般貸倒引当金操入前

経常収益
粗利益
　資金利益
　役務取引等利益
　特定取引利益
　その他業務利益
営業経費
コア業務純益
業務純益
不良債権処理額
経常利益
当期純利益

自己資本比率

23年度 22年度
前期比

11.72％ 11.29％+0.43％

損益状況＜連結＞

※

　経常収益は、有価証券利息配当金が増加したものの、金利低下
による貸出金利息収入が減少したことや、投資信託や保険の販売
手数料等の役務取引等収益が減少したこと等から前期比66億円
減少し2,079億円となりました。
　23年5月に移行した新システム（MEJAR）更改にかかる人件
費やシステム投資等を主因とした営業経費の増加もあり、コア業
務純益は前期比30億円減少の590億円となりました。
　一方、積極的な企業再生への取り組みによる不良債権処理額
の減少や、金利の低下による預金利息の減少等から、経常利益は
前期比16億円増加の388億円となりました。
　当期純利益は、法人税率の引き下げおよび復興特別法人税の
課税による法人税等調整額の増加要因（影響額50億円）もあり、
前期比42億円減少の141億円となりました。
　自己資本比率は、利益の着実な積み上げにより、前期比0.43
ポイント上昇し、11.72％となりました。
　普通株式配当につきましては、昨年と同様、期末一括配当1株
当たり3円75銭、優先株式は所定の配当としております。

　財務の健全性を示す自己資本比率は、前期末比0.43ポイント
上昇し11.72％となりました。利益の積み上げにより内部留保
が増加したことでTier１は前期末比102億円増加し3,811億円、
自己資本も89億円増加し、5,705億円となりました。

　景気の低迷が続く中、金融再生法開示債権は、前期末比162億
円増加しました。開示債権比率は、前期比0.21ポイント上昇し、
3.17%となりました。

　個人のお客さまを中心に預金は引き続き増勢基調であり、前期
末比1,770億円増加の9兆7,008億円となりました。

　地方公共団体等向け貸出や住宅系ローンの増加により、貸出金
は前期末比458億円増加の7兆2,870億円となりました。

a北陸銀行 b北海道銀行

業績ハイライト

7.05% 7.45% 7.82%

10.83% 11.29% 11.72%

22年3月末 23年3月末 24年3月末

a自己資本 bTier1

3,560

5,467

3,708 3,811

5,616 5,705

（億円）

Tier1比率自己資本比率

a

b

2,152 2,205

2.98% 2.96% 3.17%

22年3月末 23年3月末 24年3月末

1681,426

558

380
1,337

489

505

1,466

397 （億円）

合計

a
b

c

c破産更生債権及びこれらに準ずる債権
b危険債権a要管理債権

開示債権比率

22年3月末 23年3月末 24年3月末

（億円）

91,203

38,136

53,067

95,238

40,839

54,399

41,557

55,451

合計 97,008
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22年3月末 23年3月末 24年3月末

（億円）

69,936

28,510

41,426

72,411

29,888

42,523

30,530

42,339

合計 72,870
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11.85%

業績ハイライト

  預金（含む譲渡性預金）

22年3月末 23年3月末 24年3月末

b個人a法人等 b個人ローンa中小企業等

（億円）

22年3月末 23年3月末 24年3月末

（億円）

1,473 1,443
6.76% 7.21%

7.77%

10.80% 11.32% 3.53%

53,067

35,478

17,588

54,399 合計  55,451

36,132

18,266

36,872

18,578 41,426

10,203

28,822

10,425

28,713
10,625

28,265

42,523 合計  42,339

22年3月末 23年3月末 24年3月末 22年3月末 23年3月末 24年3月末

a自己資本 bTier1

1,963

152

925

396

184

896

362

合計  1,535
267

964
304

3,139

2,046

3,212

2,126

3,241

（億円） （億円）

自己資本比率

Tier1比率

開示債権比率

  自己資本比率   金融再生法開示債権

  貸出金

北陸銀行 

c破産更生債権及びこれらに準ずる債権
b危険債権a要管理債権

△34
△0
+5
△12
△6
+12
+3
△3
+4
△26
+45
△5

1,054
885
735
116
5
27
542
343
344
44
274
114

1,088
885
730
128
11
14
538
346
340
71
229
119

（単位：億円）

※ 一般貸倒引当金操入前

　資金利益やその他業務利益は増加しましたが、役務取引等利
益の減少やシステム更改に伴う経費の増加により、コア業務純益
は前期比3億円減少の343億円となりました。
　経常利益は、与信費用の減少などにより、前期比45億円増加
し274億円となりました。
　当期純利益は、法人税率引下げによる法人税等調整額の増加
（影響額28億円）もあり、前期比5億円減少の114億円となり
ました。

　連結経常収益は前期比34億円減少し1,056億円、連結経常
利益は41億円増加し274億円、連結当期純利益は5億円減少し
113億円となりました。

経常収益
コア業務粗利益
　資金利益
　役務取引等利益
　特定取引利益
　その他業務利益
経費
コア業務純益
業務純益
与信費用
経常利益
当期純利益

自己資本比率

連結経常収益  
連結経常利益  
連結当期純利益  

23年度 22年度
前期比

11.85％ 11.32％+0.53％

△34  
+41  
△5  

1,056  
274  
113  

1,090  
233  
119  

※

損益状況

　預金は、個人預金の増加を主因に、前期末比1,０５１億円増加
し、5兆5,451億円となりました。  

　自己資本比率は、利益の積み上げにより、前期末比0.53ポイン
ト上昇し、11.85%となりました。  
 

　金融再生法開示債権は、前期末比92億円増加し、1,５３５億
円となりました。開示債権比率は、前期末比0.２５ポイント上昇
し、3.５３％となりました。

　貸出金は、地公体向け貸出および住宅系ローンが増加しました
が、資金需要の伸び悩みから中小企業等貸出が減少し、前期末比
183億円減少の4兆２,３３９億円となりました。

3.42% 3.28%
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　金融派生商品収益の増加によりその他業務利益は増加しまし
たが、役務取引等利益の減少やシステム更改に伴う経費の増加に
より、コア業務純益は前期比6億円減少の214億円となりました。
　与信費用は減少しましたが、株式等償却の増加等により、経常
利益は前期比10億円減少の131億円となりました。
　当期純利益は、法人税率引下げによる法人税等調整額の増加
（影響額22億円）もあり、前期比24億円減少し52億円となりま
した。

　連結経常収益は前期比6億円減少し8８７億円、連結経常利益
は１６億円減少し1２８億円、連結当期純利益は３２億円減少し４６
億円となりました。

+5
+10
△0
△7
+17
+16
△６
+4
△14
△10
△24

875
678
576
72
30
464
214
248
59
131
52

（単位：億円）

※ 一般貸倒引当金操入前

経常収益
コア業務粗利益
　

経費
コア業務純益
業務純益
与信費用
経常利益
当期純利益

自己資本比率

連結経常収益  
連結経常利益  
連結当期純利益  

23年度 22年度
前期比

10.80% +0.21%

△6
△16
△32

887
128
46

※

損益状況

　資金利益
　役務取引等利益
　その他業務利益

870
668
576
79
12
447
221
244
74
141
77

10.59%

893
145
78

業績ハイライト

b個人a法人等 b個人ローンa中小企業等

  預金（含む譲渡性預金）

22年3月末 23年3月末 24年3月末

（億円）

22年3月末 23年3月末 24年3月末

（億円）

679 763

6.81% 7.05%

10.19% 10.59%
10.80%

7.17%
2.32% 2.49%

2.66%

38,136

28,541
9,594 10,862

40,839 合計  ４１,５５７

29,976

１０,７０８
３0,８４９

28,510

9,470

20,083

9,508

19,550

29,888

９,５79
１９,３８４

合計   ３0,５３0

22年3月末 23年3月末 24年3月末 22年3月末 23年3月末 24年3月末

a自己資本 bTier1

1,438
16

501 162

195

440 127

合計   833
238

502 93
2,151

1,485
2,232

1,508

2,272

（億円） （億円）

自己資本比率

Tier1比率 開示債権比率

  自己資本比率   金融再生法開示債権

  貸出金

北海道銀行 

a

a a

a

c破産更生債権及びこれらに準ずる債権
b危険債権a要管理債権

c
b

b

b

　預金は、個人預金の増加を主因に、前期末比718億円増加
し、4兆1,557億円となりました。

　自己資本比率は、利益の積み上げにより、前期末比0.21ポイ
ント上昇し、10.80%となりました。

　金融再生法開示債権は、前期末比70億円増加し、833億円
となりました。開示債権比率は、前期末比0.17ポイント上昇し、
2.６６％となりました。

　貸出金は中小企業等向け貸出が減少しましたが、大企業向けお
よび地公体向け貸出、個人ローンの増加により、前期末比６４２
億円増加の３兆５３０億円となりました。




